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「心に残る日本の風景」写真コンテストの入賞作品が決定！ 
―  大賞に、埼玉県・森住さんの応募作品『迫熱』―  

 
株式会社くらしの友 

 
当社主催「心に残る日本の風景」写真コンテストの入賞作品が、６月におこなわれた最終選考会で決

定しました。大賞（賞金１０万円）に、埼玉県在住・森住さんの応募作品『迫熱』が選ばれました。 
 
この企画は、当社が主催する第３回目の写真コンテストで、“心に残る日本の風景”をテーマに全国か

ら写真を公募したものです。 
応募作品は全部で１６９９点。応募者は８歳から８７歳と老若男女を問わず、日本全国から作品が寄

せられました。 
これらの作品を日本写真作家協会員、神奈川報道写真連盟審査員のカメラマン・江嶋隆氏、当社社長・

伴 良二が審査し、大賞、金賞、銀賞、銅賞（各 1名・計 4名）、春夏秋冬部門賞（各季節２名・計
８名）、佳作（２1名）の各賞を決定しました。 
なお、入賞作品の一部は、当社が発行する２００８年（平成２０年）のカレンダーで使用します。 
各賞の講評は、次頁以降をご覧ください。 

 
■「心に残る日本の風景」写真コンテスト概要 
審  査  員：カメラマン・江嶋 隆氏（日本写真作家協会員、神奈川報道写真連盟審査員） 

株式会社くらしの友社長・伴 良二 
募集期間：２００７年２月１日～５月３１日 
募集地域：日本全国 
応募作品数：１６９９点 
応募者数：６７６人（アマチュアのみ） 
応募者年齢：８歳 ～ ８７歳 

 
 
※個人情報保護法に関連し、受賞者の情報は苗字、在住県だけを公表させていただきます。受賞者の詳細につい

てお問い合わせがございましたら、弊社までご連絡いただきたいと存じます。 

 
 

 
 
 
 
 
 

この件に関するお問い合わせは下記までお願いします。 

㈱くらしの友  総合企画部 後藤・竹田 

℡０３－３７３５－５３５７ 

２００７年 8月
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〔 総  評 〕 
応募総数約１７００作品の中から、最終選考に残ったのは２２５点です。前回以上の応募を得たわ

けですが、いずれも質的にレベルの高い作品だったと思います。 
「心に残る日本の風景」にふさわしく、日本にはまだこんな風景が残っていたのかと再認識させら

れたり、あるいは祭りや伝統行事から日本人の心の故郷をいまさらながら窺がい知ることができるな

ど、心に深く印象付けられる作品に多く接することができました。 
また日常生活を撮しとる中で家族の絆を十分に伝えている作品や作者自身の思い出の風景、一方で

林立する高層ビル群など都会の中に“美しい日本”を追い求めた作品にも出会うことができました。 
いずれも単なる日本の風景ではなく、それぞれの写真から撮影者自身の心に感じた風景が伝わって

くる作品が多かったのが今回の特徴です。 
 

 

〔 各賞の講評 〕 
 
■大  賞（１作品） 
 
▽「迫熱」（埼玉県・森住 様） 
福島県の“相馬の馬追い”をダイナミックに取り上げ、その迫力が見る人に伝わってきます。直線か

らカーブに差し掛かかるところのスピード感をしっかり捉えたのは見事。馬形もさることながら、騎

乗する一人ひとりの真剣な表情もみてとれます。瞬間を捉えたシャッターチャンスがいい。あえてい

えば幟旗の先端も撮っていれば、さらに写真としての完成度が高まったと思います。 
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■金  賞（１作品） 
 
▽「帆引船夕景」（千葉県・野澤 様） 
夕陽の中、帆を見事なまでに張っ

た帆引船。その遠くにもう１艘 
が静かに水面を滑っており、その

遠近の立体感が見る者を引き付け

ます。茨城県霞ヶ浦での夕景です

が、じっと見ていると静けさの中

に吸い込まれていくような感じが

します。夕陽を帆の中に取り込ん

だことが成功の一因。水面の色調

と夕陽のコントラストが実に素晴

らしい。 
 
 
 

 
 
 
 
 
■銀  賞（１作品） 
 
▽「樹氷」（京都府・中村 様） 
少しでも触れると壊れそうな雪。

小枝の先の雪まで、その質感をう

まく撮っている。構図の８割まで

が樹氷で占められていますが、周

りは奥深い山ということを窺がわ

せます。厳しく凍てつく樹氷から、

荘厳さも伝わってきます。まさに

“樹氷”を感じさせる代表的な写

実的写真です。 
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■銅  賞（１作品） 
 
▽「春色」（愛知県・大嶋 様） 
斜光線を上手に捉え立体感を生み

出しています。水田に浮き上がる

桜、そのほのかさが十分に伝わっ

てくるし、桜のピンク色も生きて

います。もう一度レンズを向けた

くなるような光景です。 
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※以下、「春夏秋冬各部門賞」、「佳作」の各作品の掲載は、順不同です。 
 
■春夏秋冬部門「春賞」（２作品） 
 
①「薫る」（兵庫県・岡林 様） 
古木のボリューム感が太古の原風

景を創り出していることが見てと

れます。白神山地のブナ林の瑞々

しさが伝わってきます。まさに新

緑の季節感に満ちた写真です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②「春景」（埼玉県・大谷木 様） 
峰々の頂きは雪を抱いていますが、

山の中腹は早くも花で満ち溢れて

いる。その対照が、春らしい初々

しさを醸し出しています。白馬村

の雄大な風景写真です。 
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■春夏秋冬部門「夏賞」（２作品） 
 
①「とんぼ稲田」（愛知県・浅岡 様） 
計算づくで作り上げた田んぼの中

のトンボ。ユーモラスで見ていて

思わず笑ってしまう作品です。手

前の日傘をさす人の存在が写真を

効果的にしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②「海の日」（沖縄県・長堂 様） 
点々とする５隻のボートと珊瑚礁

の組み合わせが面白い。見ていて

楽しい。広い海をうまくコンパク

トに捉えており、写真を見ている

だけで沖縄の海を堪能できるよう

です。 
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■春夏秋冬部門「秋賞」（２作品） 
 
①「夕刻の浜辺」（鳥取県・牧原 様） 
かなたに巨大な風車をとりいれて、

風の強さを表現するなど、スケー

ルの大きさが伝わってきます。夕

刻の色合いをうまく出し切るなど、

技術的にも画面構成もうまい。手

前の釣人も上手に配しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②「錦秋の嵐山」（京都府・河野 様） 
まさに燃える嵐山。清水の流れに

乗り入れる船を巧みに取り込み、

船頭の竿を出すタイミングをうま

くとらえています。収まるべき所

に、きちんと収まった写真です。

難をいうと、舟に来客の少ないの

が残念。 
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■春夏秋冬部門「冬賞」（２作品） 
 
①「初冬の滝」（福島県・近藤 様） 
滝の流れを強調、樹氷とともに近

づく冬の寒さを実感させます。滝

と樹氷の組み合わせを十分に考え

て、上手くまとめています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②「都会の夕景」（千葉県・藤本 様） 
東京タワーを前方にとらえ、高層ビル、光のオブ

ジェ、自動車の光跡など、十分に頭に叩き込んだ

計算され尽くした作品。東京六本木という都会の

中での美しさをあらためて再認識させられた思い

です。現代感覚を取り入れた、上手なアングルか

らの撮影です。 
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■佳  作（作品名、氏名、在住県のみ掲載）…２１作品（順不同） 
①「新学期の頃」  （愛知県・中根様） 
②「陽春の姫路城」  （大阪府・金岡様） 
③「ときめきの一瞬」  （静岡県・平野様） 
④「茶畑と富士」  （東京都・西岡様） 
⑤「夢さくら」   （群馬県・櫻井様） 
⑥「宝来町の千枚田」  （静岡県・古見様） 
⑦「花火見物」   （広島県・篠原様） 
⑧「新緑への誘い」  （宮城県・熊谷様） 
⑨「家内安全」   （滋賀県・倉崎様） 
⑩「由良川の夏」  （大阪府・松浦様） 
⑪「海の灯まつり」  （埼玉県・鹿島様） 
⑫「クライマックス」  （愛媛県・守谷様） 
⑬「秋の賑い」   （秋田県・関様） 
⑭「高原の秋」   （岡山県・河口様） 
⑮「黄金色に染まったから松」 （東京都・井手様） 
⑯「夕陽の千潟」  （熊本県・野川様） 
⑰「冬の風物大根干」  （静岡県・飯田様） 
⑱「佐久の流しひな」  （長野県・坂神様） 
⑲「家路」   （東京都・神田様） 
⑳「雪の日」   （神奈川県・田中様） 
○21「結婚」   （滋賀県・石田様） 
 

以上 


